
持が大きな課題」と指摘。生活拠点のコンパ
クト化が必要との認識を示した一方で、土地へ
の愛着を持つ多くの人への思いも口にした。
七尾市では、杉野会頭、和倉温泉旅館協同
組合の谷﨑裕理事長らと会談した。杉野会頭
は、地域ごとの取り組みを能登全体での動きに
していくため、３商工会議所と９商工会が連携
して「能登経済広域連携協議会」を設立する
運びとなった旨を説明。復興に向けた課題につ
いては物価高と雇用問題の２点を指摘した。

小林会頭、能登被災地を訪問

経済３団体新年祝賀会・共同記者会見

復旧・復興の現状視察

小林会頭、民間主導に期待表明

日本商工会議所の小林健会頭と伊藤仁専務
理事は１月20日、令和６年能登半島地震で大
きな被害を受けた石川県輪島市、珠洲市、七
尾市を訪問した。現地では、久岡政治会頭（輪
島）、刀祢秀一会頭（珠洲）、杉野哲也会頭（七
尾）らとの面会や、復旧・復興の現状を視察し、
現場の生の声をヒアリングした。小林会頭は、
「商工会議所としてあらゆる課題を地方行政に
つないでいき、支援の輪を広げていきたい」と
の方針を示した。
小林会頭は、最初に訪れた輪島市で、久岡
会頭らと面会。久岡会頭は、「復興は一歩ずつ
確実に進んでいる」と述べた一方、人手不足
や建築費の高騰が大きな足かせになっている
現状を指摘した。
珠洲市では、刀祢会頭らと意見交換した。

刀祢会頭は、「人の流出とコミュニティーの維

日本・東京商工会議所、日本経済団体連合会、
経済同友会の経済３団体は１月６日、都内のホ
テルで新年祝賀パーティーと共同記者会見を
開催した。パーティーには、高市早苗首相や
全国の経営者ら約1500人が出席した。
主催団体を代表してあいさつした日商の小
林健会頭は、一段と高まる世界経済の不確実
性や少子高齢化をはじめとした国内の構造的
課題などに触れ、「官民を挙げてこれらを乗り
越え、成長型経済への転換を成し遂げていく
という強い意志が求められている」と指摘する
とともに、「民間が主役となって日本経済をけ
ん引していく。その強い志を今こそ行動で示す

必要がある」と強調。成長型経済への転換に
向けて優先して取り組むべき点として①賃金と
物価の好循環に向けた賃上げモメンタムの定
着②成長分野への投資促進③中小企業の「稼
ぐ力」強化―の３点を提示した。
高市首相はあいさつで、「税率を引き上げず

とも税収が増えてい
く。そういう日本の
姿をつくるのが私の
目標だ」と述べ、特
に「危機管理投資」
を官民で進めていく
必要性を指摘した。

2026年２月発行

現地の復旧・復興の現状を視察する小林会頭

記者会見の後、握手する小林会頭（中央）ら
各団体トップ

515 126万会員

商工会議所CM
 「魅力を伝える・つなげる篇」

日本商工会議所HP
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三原商工会議所
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日本商工会議所発行の旬刊紙・月刊誌のご案内

日本商工会議所発行の月刊ビジネス情報
誌。経営や地域活性化のヒントになる好
事例を紹介する特集や各界で活躍する著
名人の素顔に触れる「あの人を訪ねたい」
など、厳選の企画・連載が目白押しです。

日本商工会議所が月３回発行する
新聞。日商や全国各地の商工会
議所の政策提言や事業活動をはじ
め、ビジネスに役立つ情報が満載
です。

月３回発行（１日、11日、21日）
１部187円  年間購読料4,400円（送料・税込）

毎月10日発行
１部605円  年間購読料5,700円（送料・税込）

日本商工会議所の
ビジネス情報誌

地域・中小企業を元気にする

お問い合わせ先

商工会議所は、地域の商工業者の応援団です。

購読申し込み、
広告出稿のご案内
はこちら

購読申し込み、
広告出稿のご案内
はこちら

地域・中小企業を元気にする企業 気 す

リーダーの横顔

塩谷 雄一
高岡商工会議所 会頭 
塩谷建設株式会社 取締役会長

こうしてヒット商品は生まれた！

生ノースマン
千秋庵製菓

特集2特集

中高年労働者の
事故を防ぐ
「安全体力®」とは

あの人を訪ねたい

松丸 奨
管理栄養士・栄養教諭

特集1

〝もうかる農林水産業〟を
 グッと後押し企業
〝もうか〝もうか〝もうか〝もうか〝もうか〝もうか〝もうか〝もうかもうかも る農林水る農林水る農林水る農林水る農林水る農林水る農林水る農林水る農林水林水産業産業産業産業産業産業産業産業産業業〟〟〟〟〟〟〟〟
グッと後グッと後グッと後グッと後グッと後グッと後グッと後グッと後グッと後押し企業押し企業押し企業押し企業押し企業押し企業押し企業押し企業押し企業業

ををををををををを〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〝もうかる農林水産業〟を
 グッと後押し企業

令和６年12月10日発行（毎月１回10日発行）第44巻
第９号　通巻535号　昭和55年８月20日第三種郵便物認可

令和７年１月10日発行（毎月１回10日発行）第44巻
第10号　通巻536号　昭和55年８月20日第三種郵便物認可

リーダーの横顔

神野 吾郎
豊橋商工会議所 会頭 
株式会社サーラコーポレーション 代表取締役社長兼グループ代表・CEO

こうしてヒット商品は生まれた！

竹島水族館
 

特集2特集

2025年、
日本経済は
激変するのか

あの人を訪ねたい

パトリック ユウ
スポーツMC・スタジアムDJ

地域・中小企業を元気にする気気 す
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2026年２月発行

「おもいをつむぐ　おくりもの」展

各地の逸品、都内に集結
日本商工会議所は12月12～ 14日および20
～ 28日、全国のつくり手の魅力あふれる逸品
を集めた催事「おもいをつむぐ　おくりもの」
展を都内で開催した。同展は、地域力活用新
事業創出支援事業の一環。近年成長を続ける
ギフト市場の中でも、特に増加傾向にある「カ
ジュアルギフト」に焦点を当て、全国にまだ知
られていない地域産品の付加価値向上と販路
拡大を支援するために実施した。
参加商工会議所は、会津若松（福島県）、高

岡（富山県）、前橋（群馬県）、館山（千葉県）、
横須賀（神奈川県）、富士吉田（山梨県）、西
尾、小牧（以上愛知県）、大阪（大阪府）、西宮、
宝塚（以上兵庫県）、田辺（和歌山県）、直方（福
岡県）の13商工会
議所。開催期間中
は、〝イチオシのつ
くり手〟20社が集
結し、こだわりの
逸品を首都圏の消
費者にPRした。

「おもいをつむぐ　おくりもの」展　出展事業者・商工会議所一覧

事業者名［出展品目］ 商工会議所
株式会社ハヤオ［馬刺し］

会津若松
株式会社げんき村［えごま油］

有限会社佐野政製作所［テーブル雑貨］ 高岡

珈琲屋たなか［熟成コーヒー］ 前橋

有限会社木村ピーナッツ［落花生］
館山

ＡＷＡcafé［冷凍スープカレー］

丸良水産［焼きのり］ 横須賀

なだや株式会社（富士山蒸留所）［クラフトジン］ 富士吉田

株式会社太陽塗装［カトラリー］
西尾

tete［食器］

木木の 座［冷凍カレー］
小牧

アンプチベアやぐま［バームクーヘン］

新興製菓有限会社［おかき］ 大阪

Farm of frost［唐辛子製品］ 西宮

株式会社ENZOO［発芽発酵玄米］
宝塚

有限会社たからづか牛乳［ヨーグルト］

株式会社紅梅園［梅スイーツ］
田辺

ボイジャーブルーイング株式会社［ビール］

米貴［米粉のクスクス］
直方

有限会社しまや［冷凍から揚げ］
ブースには多くの消費者が訪れた

　三原商工会議所 
　　所在地：広島県三原市皆実4-8-1 
　　電　話：0848-62-6155　　ＦＡＸ：0848-62-5900


